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私は母を尊敬している」“I respect my mother” と書く作文を読んで、母語ではと
ても口に出して言えないことも、むしろ外国語というフィルターを通すことで本音
を表現できる、このことに外国語教育の重要な意義を見出したような気をした。
自己表現の指導にはもちろんネイティブ・スピーカー（ALT）の補助は必要では
あるが、彼らに丸投げしてはいけない。作文指導は教師になるまでの自分自身の英
語学習の過程と重ね合いながら、生徒の英語のみならず人間としての成長に私たち
が寄り添う姿勢が大切になる。作文は添削（correction） ではなく共同（conference） 
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である。さらに自己表現は生徒対教師のみでなく、スピーチというかたちで発表し
合い、お互いの考えを共有しあうことも大切であり、学習集団を４人はどの単位で
作り、共同で学び合いを行う形式、例えば「共同学習」、「強調学習」などで学習を
効果的にする取り組みも教師集団として取り組んできた。
３．まとめ
高校３年間の教育の恩恵を受けることなく、途中で学校を去っていく生徒たちを
多く見てきた。その後彼らがどのような人生を送っているのかはほとんどわからな
い。現代の日本社会において、重すぎる重荷を背負わされ、教育を受けることを放
棄、もしくは放棄せざるを得なかった生徒たちに、教職員として自分たちの限界と
無力感を味わされたことも数多くあった。ここでは英語教育に焦点をあてて述べて
きたが、このほか教育活動として部活動、生徒会、委員会活動など、多様な分野で
取り組んできた。高校生年代というのは、非常に感受性豊かな時期であるとともに、
大きく成長する、別の言葉で言えば「変わる」時期でもある。私たちの業界用語で
は「化ける」という言葉をしばしば使うことがある。ふとしたきっかけで、性格か
ら人間性まで想像も出来ないほど大きく成長するケースも数多く見てきた。こんな
成長の一端を教師集団と共有しあいながら、生徒たちはみなすばらしい潜在能力を
内に秘めていて、私たちは彼らに自分自身でも気づいていない能力に気づかせ、彼
らを信じ、寄り添い、見守ることで、彼らは彼ら自身の力で成長していく、そんな
ことに気づかされた教員生活ではなかったかとふりかえる現在である。
